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　昨年に引き続き、今年も７月１２日に第１回目の講座が開催さ
れ、開校式と講義や実技が行われました。
　今回集まった参加者は約２０名で球磨村の現状や介護予防の必
要性、介護予防サポーターの役割などを学んだ後、自ら体験しな
いと教えることは難しいとストレッチや血圧測定、問診の取り方
の実技演習を行いました。
　今年は、年５回を予定しており、参加者は村が進めている「ふ
れあいサロン」のボランティアや、自宅や地域での介護予防サポー
ターとして活躍されています。

自ら介護予防の必要性を体験
〜平成２２年度球磨村介護予防サポーター養成講座〜
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七
月
十
六
日
、
球
磨
村
生
活
改

善
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
球
磨
村

青
少
年
育
成
村
民
会
議
が
開
催
さ

れ
、
関
係
者
約
八
十
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

開
会
式
で
は
、
会
長
で
あ
る
桺

詰
村
長
が
「
数
が
少
な
く
な
っ
た

子
ど
も
た
ち
、
あ
る
い
は
若
者
を

共
に
力
を
合
わ
せ
、
知
恵
を
出
し

合
い
、
手
を
取
り
合
っ
て
、
健
全

に
育
て
る
こ
と
が
大
事
で
す
。
村

の
キ
ー
ワ
ー
ド
に
『
共
育
・
共
生
』

が
あ
り
ま
す
が
、
地
域
や
、
機
関
、

ま
た
は
団
体
で
共
に
育
て
あ
う
社

会
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
球
磨
村
の
子
ど
も
た
ち
、

若
者
が
大
き
く
巣
立
ち
羽
ば
た
く

よ
う
に
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。」

と
挨
拶
し
、
研
修
会
に
入
り
ま
し

た
。

　

研
修
会
で
は
、『
子
ど
も
た
ち
を

守
る
た
め
に
』
の
題
で
ビ
デ
オ
研

修
が
あ
り
、
続
い
て
、
人
吉
警
察

署
生
活
安
全
課
長
の
山
﨑
圭
之
介

警
部
か
ら
、『
犯
罪
に
強
い
地
域
社

会
を
作
る
〜
地
域
み
ん
な
で
子
ど

も
を
守
ろ
う
〜
』
の
演
題
で
講
演

が
あ
り
ま
し
た
。

携
帯
電
話
に
振
り
回
さ
れ
る

子
ど
も
た
ち

　

ビ
デ
オ
研
修
で
は
、「
携
帯
電

話
に
振
り
回
さ
れ
る
子
ど
も
た

ち
・
携
帯
電
話
か
ら
個
人
情
報
が

流
出
す
る
事
例
・
ネ
ッ
ト
で
の
い

じ
め
」
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
便
利

さ
な
ど
か
ら
子
ど
も
に
買
い
与
え

た
携
帯
電
話
に
よ
っ
て
、
犯
罪
の

被
害
者
や
加
害
者
に
な
る
恐
ろ
し

さ
を
伝
え
る
も
の
で
し
た
。
平
成

二
十
年
の
情
報
で
は
、
小
学
生
で

二
十
五
％
・
中
学
生
で
四
十
六
％
、

高
校
生
で
九
十
六
％
が
携
帯
を
所

持
し
、主
に「
メ
ー
ル
」・「
カ
メ
ラ
」・

「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ア
ク
セ
ス
」
の

利
用
が
多
く
、一
日
百
件
も
の
メ
ー

ル
を
や
り
取
り
し
た
り
、
深
夜
ま

で
携
帯
電
話
を
使
い
、
睡
眠
不
足

か
ら
生
活
や
家
族
と
の
関
わ
り
が

崩
れ
て
き
た
り
と
問
題
も
多
く
発

生
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
ま
た
、

個
人
情
報
が
流
出
し
た
り
、
ネ
ッ

ト
で
二
十
四
時
間
い
じ
め
を
受
け

た
り
、
い
じ
め
た
り
と
被
害
者
や

加
害
者
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

こ
う
な
ら
な
い
た
め
に
も
次
の
こ

と
が
重
要
で
す
。

①�

買
っ
て
や
っ
て
も
、
親
の
物
で

あ
る

・�

利
用
料
は
親
が
払
っ
て
い
る
こ

と
を
き
ち
ん
と
教
え
る
。

②
家
族
で
の
ル
ー
ル
を
決
め
る

・
家
で
は
居
間
で
利
用
さ
せ
る

・
夜
遅
く
は
利
用
し
な
い

・
寝
る
時
は
居
間
に
置
い
て
お
く

・
充
電
器
は
居
間
に
置
く

③
犯
罪
防
止
は
親
の
役
目

・�

携
帯
電
話
の
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ

や
、
迷
惑
メ
ー
ル
の
防
止
機
能

を
つ
け
る

・�

子
ど
も
が
何
を
し
て
い
る
か
把

握
す
る

・
相
談
で
き
る
親
子
関
係
が
重
要

子
ど
も
を
守
り
た
い

　

ビ
デ
オ
研
修
に
続
い
て
、
人
吉

警
察
署
生
活
安
全
課
長
の
山
﨑
圭

之
介
警
部
の
講
演
で
は
、
子
ど
も

が
生
ま
れ
た
と
き
「
子
ど
も
を
守

り
た
い
」
と
思
う
よ
う
に
な
り
、

そ
れ
が
地
域
の
安
全
を
守
る
こ
と

に
つ
な
が
っ
た
事
を
話
さ
れ
ま
し

た
。
子
ど
も
を
守
る
二
つ
の
方
法

と
し
て
は
次
の
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

①
犯
罪
者
に
し
な
い

　

県
内
の
刑
法
犯
で
子
ど
も
が

三
十
六
．
七
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め

全
国
第
五
位
で
す
が
、
人
吉
球
磨

で
は
百
七
十
七
人
中
、
七
十
五
人

と
四
十
二
．
四
パ
ー
セ
ン
ト
を
占

め
高
い
割
合
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ほ
と
ん
ど
は
万
引
き
や
、
自
転
車

盗
な
ど
で
、
話
を
聴
く
と
い
い
子

ば
か
り
で
あ
る
の
で
、
町
を
き
れ

い
に
し
た
り
、自
転
車
の
二
重
ロ
ッ

ク
、
挨
拶
を
す
る
な
ど
周
り
が
、

注
意
し
子
ど
も
に
『
出
来
心
』
を

起
こ
さ
せ
な
い
こ
と
が
重
要
で
す
。

②�

犯
罪
を
起
こ
さ
せ
な
い
環
境
を

つ
く
る

　

地
域
の
絆
が
薄
れ
、
地
域
抵
抗

力
が
低
下
し
、
不
審
者
を
見
極
め

る
の
は
難
し
い
世
の
中
に
な
っ
て

い
る
。
見
え
に
く
い
場
所
や
逃
げ

や
す
い
場
所
は
犯
罪
が
お
き
や
す

い
。
二
重
ロ
ッ
ク
な
ど
犯
罪
を
起

こ
さ
せ
な
い
抵
抗
力
、
普
段
か
ら

挨
拶
な
ど
で
不
審
者
に
は
警
戒
す

る
地
域
性
や
監
視
性
が
重
要
と
話

さ
れ
ま
し
た
。

多くの方が参加された青少年育成村民会議

講演をされる人吉警察署山﨑課長

子
ど
も
を
守
り
た
い･･･

『
子
ど
も
を
犯
罪
の
被
害
者
、
加
害
者
に
し
な
い
た
め
に
』

〜
子
ど
も
が
、
今
、
何
を
や
っ
て
い
る
か
知
っ
て
い
ま
す
か
〜
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球
磨
村
で
は
二
、九
九
八
名
が
一
票
を
投
じ
る

第
二
十
二
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
開
票
結
果

　

平
成
二
十
二
年
七
月
十
一
日
に
、

参
議
院
議
員
通
常
選
挙
の
投
票
が

行
わ
れ
、
雨
の
中
多
く
の
有
権
者

が
村
内
十
五
箇
所
に
設
置
さ
れ
た

投
票
所
を
訪
れ
、
一
票
を
投
じ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
役
場
に
期
日
前
投
票
所

が
設
置
さ
れ
、
公
示
日
翌
日
の
六

月
二
十
四
日
か
ら
七
月
十
日
ま
で

十
六
日
間
に
二
百
九
十
八
名
が
投

票
を
済
ま
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
病
院
や
施
設
、
郵
便
投

票
で
投
票
さ
れ
た
方
も
二
十
七
名

あ
り
ま
し
た
。

　

投
票
は
、
一
部
の
地
域
を
除
き

午
前
七
時
か
ら
午
後
六
時
ま
で
行

わ
れ
、投
票
率
は
七
七
．
三
一
パ
ー

セ
ン
ト
で
し
た
。

　

開
票
作
業
は
、
午
後
八
時
か
ら

球
磨
村
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
今
回
か
ら
開
票
作

業
を
や
り
や
す
く
す
る
た
め
、
開

票
台
の
高
さ
を
上
げ
た
り
、
バ
ー

コ
ー
ド
で
の
集
計
方
法
を
導
入
し
、

開
票
時
間
の
短
縮
に
努
め
ま
し
た
。

　

先
に
熊
本
県
選
出
議
員
の
開

票
作
業
が
行
わ
れ
、
午
後
八
時

五
十
五
分
に
開
票
結
果
が
確
定
し

ま
し
た
が
、
比
例
代
表
選
出
議

員
の
開
票
作
業
は
、
投
票
が
政
党

名
と
個
人
名
を
筆
記
す
る
方
法
で

あ
っ
た
た
め
、
仕
分
け
に
も
時
間

を
要
し
、
疑
問
票
も
多
か
っ
た
こ

と
か
ら
午
後
十
時
十
六
分
の
確
定

と
な
り
ま
し
た
。

　【
投
開
票
結
果
は
次
の
と
お
り
】

球磨村の有権者数及び投票者数
区　　分 男 女 計

当 日 有 権 者 数 1,818 2,060 3,875 

投　票　者　数 1,405 1,593 2,998 

内訳

　当日投票者数 1,252 1,421 2,673 

　期日前投票者数 146 152 298 

　不在者投票者数 7 20 27 

棄　権　者　数 413 464 877 

投　　票　　率 77.28% 77.33% 77.31%

※在外選挙人名簿登録者（3 名；女性）を含む数

高くなった机での開票作業

熊本選出議員通常選挙開票結果			 
 20:55 確定

　投　票　者　数 2,998

　有　効　投　票　数 2,935

　無　効　投　票　数 63

氏　　名 政　党　名 得票数

　まつむら　祥史 　自由民主党 2,167

　本田　  浩一 　民主党 618.75

　本田　あきこ 　みんなの党 107.25

　あだち　安人 　日本共産党 30

　まえだ　武男 　日本創新党 12

比例代表選出議員通常選挙開票結果			 
			   22:16 確定

　投　票　者　数 2,998

　有効投票数（政　　  党） 1,955

　有効投票数（名簿搭載者） 790

　何の政党等、名簿搭載者にも属さない表 1

　無　効　投　票　数 252

政　党　名 総 得 票 数
内　　訳

政党得票数 名簿搭載者
得票数

　幸福実現党 2 2 0

　みんなの党 1 2 3 1 2 2 1

　民主党 6 8 0 5 6 1 1 1 9

　女性党 3 3 0

　自由民主党 1 , 1 7 8 9 7 3 2 0 5

　新党改革 2 1 1 9 2

　社会民主党 4 9 2 7 2 2

　たちあがれ日本 1 7 1 0 7

　日本創新党 6 6 0

　国民新党 1 4 2 2 1 1 2 1

　公明党 4 7 3 1 6 5 3 0 8

　日本共産党 5 1 4 6 5

※比例代表名簿搭載者の個人得票数は省略しています。
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旅
券
法
の
改
正
に
よ

り
熊
本
県
は
旅
券
（
パ

ス
ポ
ー
ト
）
の
申
請
受

付
・
交
付
事
務
の
権
限

の
一
部
を
市
町
村
へ
移

譲
し
ま
し
た
。

　

球
磨
村
で
も
六
月
一

日
か
ら
、
住
民
登
録
を

さ
れ
て
い
る
方
は
、
球

磨
村
役
場
で
申
請
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
申
請
者
の
戸
籍
が

市
町
村
に
あ
る
場
合

は
、
戸
籍
謄
（
抄
）
本

の
交
付
請
求
と
旅
券
の

申
請
を
同
一
場
所
で
行

う
こ
と
が
可
能
と
な

り
、
利
便
性
も
向
上
す

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま

パスポート（旅券）申請受付は役場で

す
。
こ
れ
に
よ
り
球
磨
地
域
振
興

局
の
旅
券
窓
口
は
利
用
で
き
な
く

な
り
ま
し
た
。

　

受
付
は
住
民
福
祉
課
窓
口
で

行
っ
て
お
り
、
六
月
中
で
は
三
件
の

申
請
が
あ
り
ま
し
た
。
申
請
か
ら

発
行
ま
で
は
二
週
間
を
要
し
ま
す
。

　

受
付
時
間
は
午
前
九
時
か
ら
午

後
四
時
ま
で
で
、
受
取
り
は
午
前

九
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
と
な
り
、

土
日
祝
日
及
び
年
末
年
始
を
除
く

平
日
と
な
り
ま
す
。

　（
お
問
合
せ
先
）

　

球
磨
村
役
場　

住
民
福
祉
課

　
　

電
話　

３
２
‐
１
１
１
２

◆旅券手数料
１０年旅券　　　　　　　 １６，０００円

５年旅券（１２歳以上）　　１１，０００円

５年旅券（１２歳未満）　　　６，０００円

その他、戸籍抄本等の交付手数料が必要となります。

今年４月からお世話になる新区長さんです
　区長さんの名簿をお知らせします。任期期間中大変お世話になります。

任期：平成２２年４月 1 日〜平成２４年３月３１日　（敬称略）

区 区長名 構　成　班 区 区長名 構　成　班

１区 内布　和紀 内布 １２区 淋　　征一 池下・淋・向淋・大坂間・告・
松本・小谷

２区 豊永　征介 山口・地下・今村 １３区 鵜口　富次 大無田・大久保・鵜口・千津

３区 今村　政道 峯・島田 １４区 林　　文髙 松谷・那良・那良口

４区 冨永　知敬 水篠・糸原・立野・境目・蕨谷・
大槻 １５区 毎床　祐七 毎床・俣口・茂田・遠原

５区 有村　重光 小川・舟戸・茶屋・椎屋 １６区 小野　　司 蔀・和田・堤岩戸・神瀬一区・
神瀬二区

６区 中園　和夫 岡・浦野・板崎・中園・田頭・
馬場 １７区 日當　國弘 木屋角・上原・松野

７区 蔵谷　鐵男 藏谷・坂口・高沢・横井・沢見 １８区 大岩　精一 四蔵・永椎・日当・大岩

８区 橋詰兵士郎 友尻・宮園・橋詰 １９区 上蔀　一幸 箙瀬・伊高瀬・上蔀・多武除・
楮木

９区 松尾　勢治 野々原・中屋・中津・黄檗・吐合・
日隠 ２０区 川島　義宏 川島

１０区 犬童　勝義 中渡・岳本・黒白 ２１区 大瀨　秀樹 大瀬

１１区 桺詰　数安 柳詰・松舟・田代
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享
年
八
十
歳
を

も
っ
て
死
去
さ
れ
た

大
岩
静
さ
ん
に
、
平

成
二
十
二
年
四
月

十
五
日
、
正
六
位
旭

日
双
光
章
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

　

六
月
十
六
日
に
、

村
長
室
に
お
い
て
大

岩
静
さ
ん
の
妻
フ
ミ

エ
さ
ん
に
、
桺
詰
村

長
か
ら
正
六
位
旭
日

双
光
章
が
伝
達
さ
れ

ま
し
た
。

　

妻
の
フ
ミ
エ
さ
ん

は
「
皆
様
に
支
え
ら

れ
て
の
受
賞
で
、
生

前
に
受
賞
の
通
知
を

い
た
だ
い
た
時
は
、

本
人
も
喜
ん
で
授
与
式
参
加
を
大

変
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。
急

逝
し
た
こ
と
は
残
念
で
す
が
、
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。」

と
お
礼
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。　

 故　大岩　静さんへ
 正六位旭日双光章授与

　

大
岩
さ
ん
は
、
昭
和
五
十
三
年
五

月
五
日
、
地
域
住
民
か
ら
推
さ
れ
て

球
磨
村
議
会
議
員
に
初
当
選
、
以

来
、
七
期
二
十
八
年
の
永
き
に
わ
た

り
在
職
さ
れ
、
地
方
自
治
に
多
大

な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。
球
磨
村
議

会
在
職
の
間
は
、
経
済
常
任
委
員

会
委
員
長
、
建
設
常
任
委
員
会
委

員
長
、
総
務
常
任
委
員
会
委
員
長
、

議
会
運
営
委
員
会
委
員
長
を
歴
任
、

特
に
、
平
成
六
年
五
月
か
ら
の
四
年

間
は
副
議
長
と
し
て
議
会
の
円
滑

な
運
営
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
会
議
員
と
し
て
在
職
中
は
、

温
泉
及
び
交
流
施
設
等
の
整
備
を

は
じ
め
、
老
人
憩
い
の
家
の
整
備
、

都
市
と
農
村
と
の
交
流
拠
点
と
し

て
「
か
わ
せ
み
」
の
開
設
、
球
磨

村
総
合
運
動
公
園
の
建
設
に
か
か

わ
る
な
ど
、
交
流
の
た
め
の
イ
ン

フ
ラ
整
備
に
尽
力
を
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
他
、
球
磨
村
農
業
協
同
組
合

組
合
長
、
昭
和
四
十
年
八
月
か
ら

球
磨
村
農
業
委
員
会
委
員
と
な
り
、

昭
和
四
十
九
年
十
月
か
ら
昭
和

五
十
九
年
七
月
ま
で
の
十
年
間
は
、

球
磨
村
農
業
委
員
会
会
長
と
し
て

磨
村
の
農
業
の
発
展
に
貢
献
さ
れ

ま
し
た
。

　

平
成
十
八
年
五
月
に
球
磨
村
議

会
議
員
を
勇
退
、
そ
の
後
は
、
自

営
農
林
業
に
従
事
さ
れ
て
お
ら
れ

ま
し
た
。

大岩静さん叙勲を手にフミエ夫人と家族

　

七
月
二
日
、
一
勝
地
小
学
校
で

児
童
及
び
保
護
者
ら
が
出
席
し
、

校
旗
の
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

校
旗
を
贈
っ
た
の
は
、
一
勝
地

第
一
小
学
校
閉
校
関
連
事
業
実
行

委
員
会
。
贈
呈
式
で
は
、
八
田
七

之
介
実
行
委
員
長
か
ら
中
村
和
弘

校
長
と
児
童
代
表
の
馬
場
将
吾
君

へ
真
新
し
い
校
旗
が
手
渡
さ
れ
ま

し
た
。

　

八
田
実
行
委
員
長
は
、「
一
勝
地

第
一
小
学
校
の
閉
校
式
で
、
皆
さ

ん
に
約
束
し
て
い
た
校
旗
が
出
来

上
が
り
ま
し
た
。
大
事
に
使
っ
て

く
だ
さ
い
。
一
勝
地
小
学
校
の
発

展
を
祈
念
し
ま
す
」
と
挨
拶
さ
れ

ま
し
た
。

　

続
い
て
、
来
賓
の
桺
詰
村
長
が

「
四
月
か
ら
一
勝
地
小
学
校
と
し
て

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
が
、
み
ん
な

仲
良
く
頑
張
っ
て
い
る
と
聞
い
て

嬉
し
く
思
い
ま
す
。
小
学
校
が
二

校
に
な
り
お
互
い
に
負
け
な
い
よ

う
に
頑
張
り
、
中
学
校
で
は
共
に

頑
張
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
素
晴
ら
し
い
校
旗
の
下
に
、

一
勝
地
小
学
校
の
児
童
と
し
て
誇

り
を
持
っ
て
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」

と
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

最
後
に
中
村
校
長
が
、「
校
旗
は

一
勝
地
小
学
校
の
シ
ン
ボ
ル
で
、

こ
れ
か
ら
運
動
会
、
卒
業
式
、
入

学
式
な
ど
の
大
き
な
行
事
に
は
無

く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
す
。
校

旗
の
下
で
、
み
ん
な
で
力
を
合
わ

せ
、
仲
良
く
、
新
し
い
一
勝
地
小

学
校
の
歴
史
を
築
い
て
い
き
ま

し
ょ
う
。
素
晴
ら
し
校
旗
を
贈
っ

て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
」
と
お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。

　
　

　

校
旗
は
、
統
合
し
た
三
校
の
校

旗
の
模
様
を
取
り
入
れ
、
山
型
の

ペ
ン
先
や
桜
の
模
様
、
三
校
を
表

す
三
角
形
の
模
様
や
、
中
央
に
は

「
勝
」
の
文
字
が
入
れ
ら
れ
て
い
ま

す
。

素
晴
ら
し
い
校
旗
を
贈
る

一
勝
地
小
学
校
で
校
旗
贈
呈
式

校旗贈呈式

○加入申込はお済ですか？
　村が進めています「球磨村情報通信施設事業」で、光ファイバー網に
よる、「インターネット接続サービス」及び「テレビジョン放送再送信
サービス」への加入申込を平成２２年９月３０日までにされた方は、平
成２３年３月分までの月額利用料が無料となります。

（詳しくは、広報おしらせ版７月号の２ページに掲載しています）

（お問合せ先）球磨村役場　総務企画課　☎３２−１１３８

今年１０月１日
から国勢調査が
始まります。
ご協力お願いし
ます。
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特産処理加工施設が稼動
シカ・イノシシ肉を加工、販売へ

　

七
月
一
日
か
ら
、
旧
球
磨
中
学
校
寄
宿
舎
の
調
理
室

を
改
修
し
、
野
生
シ
カ
等
を
食
肉
に
加
工
す
る
た
め
整

備
し
た
、
特
産
処
理
加
工
施
設
が
稼
動
し
ま
し
た
。

　

野
生
シ
カ
等
に
よ
る
被
害
が
年
々
増
加
す
る
中
、
こ

れ
ま
で
有
害
鳥
獣
駆
除
で
年
間
八
百
数
十
頭
を
駆
除
し

て
い
ま
す
が
、駆
除
し
た
シ
カ
等
の
肉
を
食
肉
に
加
工
、

販
売
し
販
路
拡
大
を
進
め
、
村
の
特
産
品
に
つ
な
げ
る

の
が
目
的
で
、野
生
獣
活
用
協
議
会
（
松
舟
誠
二
会
長
）

に
管
理
運
営
を
委
託
し
、
県
重
点
分
野
雇
用
対
策
で
雇

用
し
た
臨
時
職
員
二
名
が
常
駐
し
、
解
体
処
理
を
行
い

ま
す
。

　

解
体
し
た
肉
は
、
小
分
け
し
た
も
の
を
真
空
パ
ッ
ク

に
し
、
一
勝
地
温
泉
か
わ
せ
み
や
球
泉
洞
で
販
売
し
な

が
ら
、
販
路
を
拡
大
し
て
い
く
予
定
で
す
。

五
分
会
が
男
女
ア
ベ
ッ
ク
優
勝

第
十
七
回
分
会
対
抗
「
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
祭
」

　

六
月
二
十
七
日
、
一
勝
地
小
学

校
体
育
館
で
第
十
七
回
ミ
ニ
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
祭
が
開
催
さ
れ
、
各

分
会
よ
り
男
子
十
五
チ
ー
ム
、
女

子
十
一
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
熱
戦

が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

予
選
で
は
、一
パ
ー
ト
で
三
チ
ー

ム
か
ら
四
チ
ー
ム
が
リ
ン
ク
戦
を

行
い
、
男
子
が
上
位
二
チ
ー
ム
と

女
子
は
上
位
一
チ
ー
ム
及
び
特
別

枠
の
一
チ
ー
ム
が
決
勝
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
に
進
む
方
法
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
ど
の
チ
ー
ム
も
力
の
差
は
ほ

と
ん
ど
な
く
緊
迫
し
た
ラ
リ
ー
が

続
き
、年
配
の
チ
ー
ム
が
若
い
チ
ー

ム
を
負
か
す
場
面
も
あ
り
大
変
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

　

決
勝
で
は
、
男
子
の
予
選
リ
ン

ク
二
位
で
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に

進
ん
だ
五
分
会
Ａ
チ
ー
ム
が
、
気

合
を
入
れ
な
お
し
、
各
パ
ー
ト
一

位
で
勝
ち
進
ん
だ
強
豪
を
退
け
優

勝
し
、
女
子
は
五
分
会
同
士
の
決

勝
戦
と
な
り
五
分
会
Ａ
チ
ー
ム
が

優
勝
し
、
男
女
ア
ベ
ッ
ク
優
勝
を

飾
り
ま
し
た
。

【
結
果
は
次
の
と
お
り
】

　

◆
男
子
の
部

　
　
　

優
勝　

五
分
会
Ａ

　
　
　

二
位　

三
分
会
Ｅ

　
　
　

三
位　

三
分
会
Ａ

　
　
　

三
位　

六
分
会

　

◆
女
子
の
部

　
　
　

優
勝　

五
分
会
Ａ

　
　
　

二
位　

五
分
会
Ｂ

　
　
　

三
位　

一
分
会

　
　
　

三
位　

三
分
会
Ｂ

　

七
月
五
日
に
、
三
ヶ
浦
、
一

勝
地
、
渡
の
村
内
三
ヶ
所
で
、

Ｊ
Ａ
く
ま
下
球
磨
営
農
セ
ン

タ
ー
か
ら
講
師
を
招
い
て
野
菜

栽
培
講
習
会
が
開
催
さ
れ
、
約

三
十
名
の
方
が
参
加
さ
れ
ま
し

た
。

　

減
反
や
、
遊
休
農
地
に
栽
培

し
て
い
た
だ
き
、
少
し
で
も
出

荷
や
販
売
に
つ
な
が
れ
ば
と
、
秋

サ
ヤ
イ
ン
ゲ
ン
の
栽
培
方
法
を
指

導
さ
れ
ま
し
た
。
品
種
は「
サ
マ
ー

キ
セ
ラ
」
で
七
月
か
ら
八
月
に
播

種
し
九
月
か
ら
十
月
に
か
け
て
収

穫
で
き
る
品
種
、
冷
涼
な
気
候
を

好
み
寒
さ
に
は
強
く
、
本
村
の
よ

う
な
中
山
間
地
で
は
適
し
て
お
り
、

価
格
も
安
定
し
て
い
る
た
め
、
出

荷
や
販
売
が
望
め
る
野
菜
で

す
。

　

講
習
会
で
は
、
栽
培
管
理
と

し
て
、
圃
場
準
備
、
播
種
、
摘

葉
、
水
分
管
理
や
肥
培
管
理
、

出
荷
す
る
た
め
に
は
生
産
履
歴

の
記
帳
が
必
要
と
の
説
明
が
あ

り
、
参
加
者
か
ら
は
、
肥
料
の

種
類
や
、
畝
の
広
さ
な
ど
詳
し

く
質
問
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

遊
休
農
地
対
策
に

　
　
　

イ
ン
ゲ
ン
栽
培
を

　
　
　

〜
野
菜
栽
培
講
習
会
を
開
催
〜

多くの選手が集まりました

熱戦の試合

シカ肉解体
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七
月
五
日
、
生
活

改
善
セ
ン
タ
ー
で
平

成
二
十
二
年
度
球
磨

村
生
涯
学
習
講
座
の

開
校
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

今
年
は
、
昨
年
に

引
き
続
き
フ
ラ
ワ
ー

ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
講

座
、
英
会
話
講
座
、

フ
ラ
ダ
ン
ス
講
座
、

コ
ー
ラ
ス
講
座
に
約

四
十
名
の
参
加
者
が

あ
り
、
講
師
の
指
導

の
も
と
年
間
の
活
動

を
行
い
ま
す
。

　

開
校
式
で
は
、
桺

詰
村
長
、
中
根
教
育
長
が
挨
拶
を

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
講
師
が
紹
介
さ

れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
受
講
者
は
各
講
座
の

フラダンスなど４講座を開講
平成２２年度球磨村生涯学習講座

年
間
活
動
計
画
を
話
し
合
い
、
交

流
や
技
能
習
得
を
目
指
し
、
三
月

に
開
催
さ
れ
る
生
涯
学
習
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
＆
文
化
祭
で
は
、
一
年

間
の
成
果
が
発
表
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
引
き
続
き
受
講
生
を
募

集
し
て
い
ま
す
の
で
、
興
味
の
あ

る
方
は
球
磨
村
教
育
委
員
会
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

（
お
問
合
せ
先
）

　

球
磨
村
教
育
委
員
会

　

☎
３
２
‐
１
１
１
７

平成２２年度の講座名と講師
講座名 講　　師

開講した
講座

フラワーアレンジメント講座 小村典子先生
英会話講座 球磨村 ALT の先生
フラダンス講座 犬童三千代先生
コーラス講座 井上智美先生・小川由美先生

募集中の
講座

男の料理講座　
ヒップホップダンス講座
３Ｂ体操講座
パソコン講座

生涯学習講座開校式

　

七
月
十
六
日
、
生
活
改
善
セ
ン

タ
ー
に
於
い
て
人
権
教
育
推
進
協

議
会
総
会
及
び
研
修
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
ま
ず
中
根
教
育
長

よ
り
「
二
十
一
世
紀
、
人
類
は
二

度
に
わ
た
る
世
界
大
戦
を
経
験
し
、

人
権
の
尊
重
は
平
和
の
基
礎
で
あ

り
、
二
十
一
世
紀
は
人
権
の
世
紀

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
今
日
の
総

会
、
研
修
会
が
意
義
あ
る
も
の
に

な
る
こ
と
を
祈
念
し
ま
す
。」
と
挨

拶
、
続
い
て
、
桺
詰
村
長
が
「
日

ご
ろ
か
ら
人
権
教
育
の
推
進
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
ご
協
力
い
た

だ
い
て
い
る
こ
と
に
、
敬
意
を
表

し
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
更
な
る

取
組
み
を
お
願
い
し
球
磨
村
の
人

権
教
育
が
よ
り
推
進
し
ま
す
こ
と

を
祈
念
し
ま
す
。」
と
挨
拶
さ
れ
ま

し
た
。

　

議
事
で
は
、
平
成
二
十
一
年
度

の
事
業
と
決
算
の
報
告
が
承
認
さ

れ
、
平
成
二
十
二
年
度
に
お
い
て

も
、
下
球
磨
ブ
ロ
ッ
ク
人
権
教
育

や
、
人
吉
球
磨
人
権
教
育
の
事
業
、

年
間
予
算
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
人
事
異
動
等
に
よ
る
役
職

員
や
運
営
委
員
も
変
更
し
て
い
ま

す
。

　

総
会
に
続
い
て
、
人
権
研
修
会

が
開
催
さ
れ
、
菊
池
市
地
域
人
権

教
育
指
導
員
の
内
田
邦
昭
先
生
が
、

「
こ
こ
か
ら
ス
タ
ー
ト
」
の
演
題
で

講
演
し
ま
し
た
。

　

地
球
や
人
類
が
出
来
た
歴
史
で

は
、
道
具
や
火
を
使
い
人
間
は
進

化
し
、
三
万
年
前
か
ら
葬
式
を
す

る
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
は
、
人
間

は
も
と
も
と
『
悲
し
む
心
』
や
『
優

し
い
気
持
ち
』
を
持
ち
、
助
け
合
っ

て
生
き
て
い
た
。
そ
の
や
さ
し
い

人
間
が
、
米
や
作
物
を
計
画
的
に

作
り
貯
え
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の

分
捕
り
が
始
ま
り
、
力
の
強
い
人

が
王
や
貴
族
な
ど
の
身
分
と
な
り
、

差
別
を
す
る
側
と
さ
れ
る
側
に

な
っ
て
い
っ
た
。
文
化
で
も
文
字
が

出
来
る
と
、
い
い
こ
と
も
悪
い
こ
と

も
全
部
残
せ
る
よ
う
に
な
り
、
お

金
が
出
来
る
と
、
持
っ
て
い
る
人

と
持
っ
て
い
な
い
人
が
出
て
き
た
。

ま
た
、
日
本
固
有
の
差
別
は
江
戸

時
代
に
で
き
、
男
女
差
別
や
、
身

分
差
別
で
あ
っ
た
も
の
が
現
在
も

残
っ
て
い
る
こ
と
が
話
さ
れ
ま
し

た
。
自
分
自
身
も
教
員
の
と
き
に
、

他
の
人
か
ら
差
別
の
う
わ
さ
話
を

聞
い
た
が
、
誰
に
も
話
し
て
い
な
い

と
こ
ろ
で
線
を
引
き
関
係
な
い
と

思
っ
て
い
た
。
し
か
し
聞
い
た
と
き

に
、
そ
ん
な
話
は
し
て
は
い
け
な

い
と
言
い
、
そ
こ
で
初
め
て
差
別

を
す
る
側
と
、
無
く
す
側
に
な
れ

る
。
い
じ
め
の
問
題
も
、
何
も
し

な
く
て
も
、
黙
っ
て
見
て
い
て
も
差

別
を
し
て
い
な
い
こ
と
で
は
な
い
と

学
ん
だ
。
差
別
と
は
、
人
を
馬
鹿

に
す
る
こ
と
、
仲
間
は
ず
し
に
す

る
、
身
体
や
心
を
い
じ
め
る
こ
と

で
、
無
く
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
差
別
を
す
る
と
き
に
は
、

『
好
き
』
か
『
嫌
い
』、『
徳
を
す
る
』

か
『
損
す
る
』
行
動
か
ら
差
別
が

生
れ
て
く
る
。
い
い
こ
と
か
悪
い
こ

と
、『
善
』
か
『
悪
』
で
あ
る
か
の

判
断
を
大
切
に
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
語
ら
れ
ま
し
た
。

『
善
』
か
『
悪
』
か
の
判
断
を
大
切
に

球
磨
村
人
権
教
育
推
進
協
議
会
総
会
及
び
研
修
会

講演をされる内田先生（人権教育）
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蔀
地
区
の
水
源
地
が
「
熊
本
県

平
成
の
名
水
百
選
」
に
認
定
さ
れ

ま
し
た
。

　

昭
和
の
名
水
百
選
で
は
岩
戸
鍾

乳
洞
の
水
源
が
選
ば
れ
て
い
ま
す

が
、
今
回
、
平
成
の
名
水
百
選
と

し
て
募
集
が
あ
り
、
過
去
五
年
間

継
続
し
た
湧
水
等
の
保
全
活
動
が

行
わ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
必
須

条
件
と
し
て
、
県
内
各
地
か
ら
応

募
が
あ
り
第
一
次
認
定
と
し
て

五
十
か
所
を
認
定
。
人
吉
球
磨
地

域
で
は
六
か
所
が
認
定
を
受
け
、

球
磨
村
で
は
蔀
地
区
水
源
地
を
推

薦
し
、
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

蔀
地
区
の
水
源
地
は
、
水
道
施

設
が
整
備
さ
れ
る
以
前
か
ら
地
区

の
飲
料
水
な
ど
の
生
活
用
水
と
し
て

利
用
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
五
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
農
地
を
潤
す
農
業
用
水

と
し
て
利
用
さ
れ
る
ほ
ど
の
湧
水
量

も
あ
り
、
地
区
の
生
活
に
は
な
く
て

は
な
ら
な
い
水
資
源
で
す
。
水
源
地

に
は
水
神
様
が
祀
ら
れ
て
お
り
、
三

月
と
九
月
に
川
祭
り
が
行
わ
れ
文

化
的
に
も
貴
重
な
場
所
で
あ
り
ま

す
。
毎
週
必
ず
二
人
が
水
源
地
の
掃

除
を
続
け
て
お
り
、
水
質
だ
け
で
は

な
く
、
そ
の
活
動
も
評
価
さ
れ
認
定

に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　

六
月
に
認
定
を
受
け
て
い
ま
し

た
が
、
七
月
十
五
日
に
地
区
で
開

催
さ
れ
た
「
祇
園
さ
ん
祭
り
」
で

公
民
館
に
地
域
の
方
が
集
ま
り
、

班
長
の
蔀
正
勝
さ
ん
か
ら
地
域
の

方
へ
報
告
と
認
定
証
の
披
露
が
あ

り
ま
し
た
。

　

地
域
の
方
も
、
認
定
し
て
い
た

だ
き
大
変
嬉
し
い
で
す
。
必
ず
毎

週
二
人
が
地
域
か
ら
掃
除
に
行
っ

て
い
る
甲
斐
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
水
源
地
の
保
全
に
努
め
て

い
き
た
い
と
喜
び
を
話
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

伝
統
の
祇
園
さ
ん
祭
り

蔀
地
区
阿
弥
陀
堂
で

　

七
月
十
五
日
、
蔀
地
区
の
蔀
阿

弥
陀
堂
で
伝
統
の
「
祇
園
さ
ん
祭

り
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
祭
り
は
、
旧
暦
の
六
月

十
五
日
に
行
わ
れ
、
お
堂
の
中
で

お
参
り
が
あ
っ
た
後
、
大
数
珠
を

二
十
一
回
右
へ
回
し
な
が
ら
無
病

息
災
を
お
祈
り
す
る
行
事
で
、
当

日
は
地
域
か
ら
約
三
十
名
の
方
が

集
ま
り
お
参
り
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

蔀
の
阿
弥
陀
さ
ん
は
、
そ
の
昔
、

女
巡
礼
が
背
負
っ
て
こ
の
地
ま
で

来
ら
れ
た
が
、
女
巡
礼
は
病
気
の

た
め
蔀
地
区
で
亡
く
な
り
、
そ
の

と
き
「
阿
弥
陀
如
来
と
祀
ら
れ
よ
、

そ
う
す
れ
ば
流
行
病
が
あ
っ
て
も

如
来
の
ご
加
護
に
よ
り
、
こ
の
地

に
災
い
す
る
こ
と
は
無
い
」
と
言

い
残
し
息
絶
え
た
と
伝
え
ら
れ
て

お
り
、
今
で
も
芦
北
町
な
ど
か
ら

も
無
病
息
災
を
お
参
り
に
来
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

大
数
珠
を
回
す
お
参
り
は
、
神

瀬
地
区
の
い
く
つ
か
の
地
域
で
受

け
継
が
れ
て
お
り
、
大
変
貴
重
な

伝
統
行
事
を
地
域
全
体
で
守
っ
て

お
ら
れ
ま
す
。

熊
本
県
の
名
水
百
選
に
認
定

 
蔀
地
区
の
水
源
地
「
熊
本
県　

平
成
の
名
水
百
選
」
に

地域の伝統行事やお祭りなどの情報をお知らせください。
　
　球磨村役場、総務企画課企画広報係では、地域で開催される伝統行事やお祭り、スポーツ、イベントなど、
住民の方や村外に出ておられる方へ広くお知らせしていきたいと思います。
　お知らせいただければ、取材に伺いますのでお気軽にご連絡下さい。
　

【広報くまむら】ご連絡先･･･球磨村役場　総務企画課　企画広報係　☎３２−１１３８　

蔀阿弥陀堂で祇園さん祭り

大数珠を回し無病息災をお祈り

認定証を手にする蔀正勝班長
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ミツバチに対する農薬危害防止について
　ミツバチは、採蜜はもとより果樹類やいちご、メロン、すいか等の園芸作物
の花粉交配には不可欠で、農業でも重要な役割を担っています。
　早期水稲の出穂・開花期の農薬散布にあたっては、次の３点に留意しミツバ
チの大量死亡事故が起きないよう十分注意しましょう。

①�農薬ラベルの使用上の注意事項をよく確認し、ミツバチに影響のある薬剤
を使用する場合は特に注意する。

②近くの養蜂家と巣箱の位置や防除計画など事前に情報交換する。
③防除時は、ほ場周辺を十分確認しミツバチや巣箱に農薬がかからないよう、注意する。

　（問い合わせ先） 
　熊本県　農業技術課（☎０９６−３３３−２３８１）畜産課（☎０９６−３３３−２４０１）
　球磨地域振興局　農業普及・振興課（☎２４−４１１７）

が
、
脳
に
重
い
障
害
が
残
り
ま
し

た
。
そ
れ
が
高
次
脳
機
能
障
害
で
、

十
四
年
の
努
力
に
よ
り
少
し
ず
つ

回
復
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
間

の
闘
病
生
活
や
、
家
族
の
苦
悩
と

支
え
る
家
族
愛
を
純
二
さ
ん
が
語

ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
歌
手
に

な
る
こ
と
を
目
標
に
リ
ハ
ビ
リ
と

し
て
頑
張
っ
て
い
る
た
け
し
さ
ん

の
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
催
さ
れ
、
苦

悩
の
中
に
も
家
族
が
支
え
る
暖
か

い
愛
と
、
努
力
す
る
姿
勢
を
学
ぶ

講
演
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

全
体
会
の
終
わ
り
に
は
、
こ
が

ね
保
育
園
と
保
護
者
の
太
鼓
の
演

奏
や
、
青
年
団
の
ダ
ン
ス
が
披
露

さ
れ
、
午
後
か
ら
は
、
球
磨
村
内

の
三
会
場
に
別
れ
分
科
会
が
開
か

れ
、
子
ど
も
と
の
絆
や
、
子
育
て

と
親
育
て
な
ど
、
子
ど
も
を
ど
う

育
て
て
い
く
か
を
熱
心
に
語
ら
れ

ま
し
た
。

家
族
愛
、
人
間
愛
、
郷
土
愛
を
テ
ー
マ
に

〜 
郡
Ｐ
連
研
究
集
会
が
球
磨
村
で
開
催 

〜

　

六
月
二
十
日
に
、
平
成
二
十
二

年
度
球
磨
郡
Ｐ
Ｔ
Ａ
研
究
集
会
が

球
磨
中
学
校
体
育
館
を
主
会
場
に

球
磨
村
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

午
前
中
の
全
体
会
で
は
、
球
磨

中
学
校
体
育
館
に
郡
内
各
地
か
ら

約
五
百
人
の
関
係
者
が
集
ま
り
、

開
会
行
事
と
講
演
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

開
会
行
事
で
は
、
球
磨
郡
Ｐ
Ｔ

Ａ
連
絡
協
議
会
の
金
子
光
喜
会
長

が
、「
今
年
は
、
昨
年
に
引
き
続
き

『
育
も
う
家
族
愛
、
人
間
愛
、
郷
土

愛
』
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
一
ノ
瀬

た
け
し
さ
ん
親
子
を
講
師
に
迎
え

開
催
で
き
ま
し
た
。
一
ノ
瀬
た
け

し
さ
ん
は
、
脳
障
害
と
の
闘
病
生

活
の
中
で
家
族
愛
に
よ
り
克
服
さ

れ
、
現
在
で
は
歌
を
命
の
支
え
と

し
て
活
動
し
、
頑
張
っ
て
お
ら
れ

ま
す
。
そ
の
姿
を
、
そ
の
生
き
様

を
多
く
の
人
に
感
じ
て
い
た
だ
き
、

こ
れ
か
ら
の
活
動
に
つ
な
げ
て
い

た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。」
と
挨

拶
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
開
催
地
村
長
で
あ
る

桺
詰
恒
雄
村
長
が
、「
球
磨
郡
各
地

か
ら
関
係
者
お
集
ま
り
の
中
で
盛

会
に
開
催
さ
れ
ま
す
こ
と
を
お
喜

び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
今
年

は
球
磨
村
で
開
催
い
た
だ
き
、
歓

迎
申
し
上
げ
ま
す
。

　

い
つ
の
時
代
も
、
教
育
、
子
育

て
は
保
護
者
だ
け
で
な
く
地
域
の

課
題
で
も
あ
り
ま
す
。
学
校
現
場

も
変
わ
っ
て
き
た
と
思
い
ま
す
が
、

郷
土
を
、
あ
る
い
は
日
本
を
背
負

う
子
ど
も
達
を
い
か
に
力
を
あ
わ

せ
て
育
て
て
い
く
こ
と
は
変
わ
り

ま
せ
ん
。
子
ど
も
た
ち
の
学
力
の

向
上
を
は
じ
め
、
将
来
す
ば
ら
し

い
大
人
に
な
る
た
め
の
準
備
を
す

る
た
め
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
、

目
標
を
共
有
し
あ
い
、
お
互
い
力

を
あ
わ
せ
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。」
と

挨
拶
を
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
熊

本
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
の
森
田
優
二

会
長
が
挨
拶
を
し
、
講
演
に
入
り

ま
し
た
。

　

家
庭
教
育
講
演
会
＆
コ
ン
サ
ー
ト

で
は
、
高
次
脳
機
能
障
害
と
闘
っ
て

い
る
一
ノ
瀬
た
け
し
さ
ん
と
、
た
け

し
さ
ん
の
活
動
を
支
え
る
父
、
純
二

さ
ん
の
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

一
ノ
瀬
た
け
し
さ
ん
は
、
十
八

歳
の
時
に
突
然
の
心
臓
発
作
で

十
二
分
間
の
心
肺
停
止
。
奇
跡

的
に
一
命
を
取
り
留
め
ま
し
た
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コイヘルペス病に関するお知らせ
　現在、県下の河川において、コイヘルペスウィルス病のコイへの感染が確認され、その感染水域は次第に
拡大傾向にあります。
　コイヘルペスウィルス病は、コイ特有の病気であり、死亡率が大変高く、感染力も強い病気です。
　発病するとコイには目立った外部症状は見られませんが、行動が緩慢となったり、餌を食べなくなるといっ
た症状が現れます。
　コイヘルペスウィルス病は、感染したコイとの接触や水を通じて他のコイに感染しますが、コイ以外の魚
や人への感染はなく、感染したコイを食べても人体に影響はありません。
　コイヘルペスウィルス病の拡大を防止するため、次のとおり熊本県内水面漁場管理委員会指示により、県
内の河川や湖沼等で採捕したコイを他の河川や湖沼等に放流することを禁止（指示）しましたので、採捕さ
れたコイの取扱いには十分御注意ください。

熊本県内水面漁場管理委員会指示第１９２号
　漁業法（昭和 24 年法律第 267 号）第 67 条第 1 項及び同法第 130 条第 4 項の規定に基づき、コ
イヘルペスウィルス病のまん延を防止するため、コイ（マゴイ及びニシキゴイをいう。）の取扱いにつ
いて、次のとおり指示する。
　　　　　　       　　　　平成２２年６月１１日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　熊本県内水面漁場管理委員会会長　宮崎　暢俊
１ 指示の内容
 　�  県内の公共の用に供する内水面及びこれと連接一体を
　成す内水面において、コイを持ち出し他の水域に放流し
　てはならない。
２ 指示の期間
　　平成２２年６月１７日から
　　平成２３年６月１６日まで

この件の関する問い合わせは

　熊本県内水面漁場管理委員会事務局

　（熊本県農林水産部水産振興課内）

　担当　木村・木下

　TEL　０９６−３３３−２４５６で

◎歯周病と健康長寿
　歯周病（昔でいう歯槽膿漏）は、お口の中の局所の問題と思っ
ている方が多い。それどころか日常、歯周病を意識していない
方が多いと思います。
　しかし、最近様々な研究により歯周病は全身の健康と密接に関わっていることが分かってきています。
　例えば、糖尿病患者に歯周治療を行うと、ＨｂＡ１ｃ（ヘモグロビンＡ１ｃ）が平均０．６％、最
大で１．０％下がるとの報告があります。また、歯周病患者は、２倍あるいはそれ以上の、心臓に対
して有害な事態を招く危険性があると、Dr.Donley は述べています。口腔清掃不良により寿命は 10
年短くなるという先生もいます。
　自分は関係ないと思っていませんか？成人の８割以上は、多かれ少なかれ歯周病があると言われて
います。健康長寿を願う方は、お近くの歯科医院に行かれてみてはいかがでしょう？

（文責･球磨川歯科医院）

ＨｂＡ１ｃ（ヘモグロビンＡ１ｃ）＝過去１、２ヶ月の血糖値の状態がわかる値です。
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球磨村地域子育て支援センター“陽だまり”
〒 869-6401 球磨郡球磨村大字渡乙 763（渡保育園内）
TEL（0966）33 − 0125　FAX（0966）33 − 0173
ホームページ　http://www7.ocn.ne.jp/~watarih/
Email　watari@mocha.ocn.ne.jp

＊ブログもやってま〜す。携帯からもみられますよ！

「子育て支援センター　陽だまり」は、月～金の 9:00 ～ 16:00、土曜日は８:00 ～ 13:00 まで開放しています。
（祭日はお休みです）陽だまりサロンも月に３～４回やっています。下記の日程をごらんになり、親子でそしてマタニティさんもどう
ぞお気軽においでください。お待ちしています。

　�　≪８月「陽だまり」行事予定≫
　３日 ( 火）陽だまりサロン
　４日（水）５才児健診
　９日（月）陽だまりサロン
　　　　　　 「ナンシー講座」
　９日（木）陽だまりサロン
　　　　　　 「ママ誕生会」
　　　　　　１才７〜１０ヶ月児健診
２１日（土）りんごの木サークル
２６日（木）陽だまりサロン

≪陽だまりサロン≫　〜ママ誕生会・デザート作りより〜
　− 今月のママ誕生会は七夕の日ということで、笹飾りも作って
飾りました。「たなばたランチ」の会食もにぎわいました。−

  「 七夕コンサート＆夏祭り 」　　　　　　　　　　＝こがね保育園＝
　去る 7 月 10 日（土）　球磨村地域子育て創生事業の一環として七夕コンサート＆こがね保育園夏祭りを開催し
ました。あいにくの雨模様となりましたが、小学生・地域の方々にも多数ご来園頂き、夏の一夜のひとときを楽
しく送ることができました。コンサートでは体験談を交えたトークと心に響く優しい歌声に「命ではなく心の洗
濯をさせていただきました。」「また、ぜひ開催して下さい」等々大反響、心の教育が叫ばれている中、大人も子
どもも心にたくさんの栄養補給ができたようです。
　そして保護者会主催によります夏祭りでは、球磨村青年団の協力を得て飲食コーナー・ゲームコーナーと園舎
内外に屋台を設けました。子ども達はオープンと同時に思い々の場所にまっしぐら、大はしゃぎの子ども達に目
を細めて見守っておられる大人達、また「お宅が○○さんところの奥さん？」「子どもさんは？」など、お互い
これまで会話される機会のなかった方々との交流もあり、和やかな雰囲気で散会となりました。
　今回の夏祭りを経て、保育園・保護者・青年団をはじめ地域の方々との交流の場を出来る限り多く設け、これ
からも「深めよう・強めよう・子育ての輪」をテーマに地域一体となった子育て支援に取り組んでいきたいと改
めて思いました。
＊�次回、球磨村地域子育て創生事業は 11 月 13 日（土）午後 5 時よりこがね保育園において DOYO 組によりま

す童謡コンサートを計画しています。多数の方のご来園をお待ち申し上げます。

天まで届け !! わたしの願い事。

「豆乳ケーキ作り」…ワイワイとにぎやかに、おいしく出来ました。

きちんと分量を量って･･･できあがり (^_^)

大好評 !!「たなばたランチ」
みんなでいただきま〜す！

≪陽だまり講座≫　
「夏のスキンケア・熱中症について」

講師：竹本看護師　質問もたくさん出
て、みなさん熱心に
聞かれていました。
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寄
せ
ら
れ
た
善
意

香典返し

社会福祉協議会
　

社
会
福
祉
協
議
会
へ
御
遺
族
の
方
々

か
ら
香
典
返
し
と
し
て
御
寄
付
い
た
だ

き
ま
し
た
。
皆
様
の
お
気
持
ち
を
大
切

に
役
立
て
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

（
六
月
分
）

○ 

木
屋
ツ
ギ
子
様
（
故　

義　

雄
）

○ 

浜
本　

民
子
様
（
故　
箙
瀨
キ
ミ
子
）

○ 

中
渡　

季
男
様
（
故　

ヨ
シ
エ
）

○ 

小
橋
口
博
子
様
（
故　

直　

樹
）

○ 

東　
　

研
志
様
（
故　

千
鶴
子
）

○ 

大
無
田
タ
ミ
コ
様
（
故　

巽　

）

○ 

井
口　

學　

様
（
故　

ノ　

サ
）

テーマ
　水分補給しっかりしましょう

梅雨の合間に

　今年も 6 月 14 日から６月 18 日の５日間にわたり、希望者
によるランチ外食を実施しました。

　『気分を変えて、昼食をレストランで！』と実施して今年で
3 年目を迎えました。
　今年も「かわせみ」のレストランで、いつもとは違う雰囲
気の中で食事をしました。
　利用者の方からも、なかなか外食することがないので「た
まにはよかなー。」とか、「いつもと雰囲気が違ってよかー。」
などの声をいただきました。
　今回も喜んでいただき実施して良かったと感じました。

　7 月 5 日、「せせらぎ」にかわいい 19 名
の訪問がありました。
　3 歳から 5 歳までの『こがね保育園の園
児』が、デイサービスの　利用者の前で
元気な歌声を聞かせてくれました。
　その後、利用者の方と一緒に手作りの
フォトフレームを作り、一人一人の方に
プレゼントしてくれました。
　利用者の方もかわいい訪問者に、とて
も喜んでおられました。

❖ 

お　

礼

　

六
月
に
区
長
及
び
班
長
を
通
じ
て
お
願

い
し
ま
し
た
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
会
費

に
つ
い
て
、
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
取
り
ま
と
め
を
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
、
区
長
及
び
班
長
の
方
に
は
、
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

かわいい訪問者

（栄養士　中山千絵）
　水分が不足すると、脱水症になるだけでなく、便秘になりやすかっ
たりします。また、水分が不足していくと、血液がドロっと粘りの
ある状態になり、脳梗塞や心筋梗塞と言った血管が詰まる病気が起
こりやすくなります。
　体の中の水分は成人では体重の 60％、70 歳では 50％だと言われ
ています。ですので、脱水症状を起こしやすいのは、若い人より高
齢者、男性より女性に起こりやすいと言われます。男性と女性では、
ホルモンの影響で体に脂肪のつきが違います。この脂肪細胞はあま
り水分を含みません。ですから男性に比べ女性のほうが、5 〜 10％
水分が少ないのです。特に脂肪細胞が多い人、肥満の人は体に含ま
れる水分は少ないので、普段から水分はこまめに補給しましょう。

（余談）スイカはほとんどが水分ですが、実は栄養素もいっぱいです。
スイカの効能
● �腎臓病の予防に➡　アミノ酸の一種のシトルリン

という利尿作用の強い成分が含まれているので、腎
臓病の予防や体のむくみを取る効果があります。

● �夏バテの予防に➡　スイカにはたくさんのミネラルが含まれて
います。その中でも特にカリウムが豊富で、疲労した筋肉を素
早く回復させます。

● �高血圧の予防に➡　スイカに含まれるカリウムが、尿と一緒に
余分な塩分などを排泄してくれるため、高血圧や動脈硬化など
にも有効です。

● �暑気払いに➡　スイカには体温を下げる働きがあるので、氷水
を飲むよりも涼しい気分が味わえます。体のほてりを冷ますの
にはスイカが最適！



13 広報「くまむら」　平成２２年 7 月号

　まだ梅雨明けぬ７月１０日（土）に、こがね保育園夏祭りが開催され、青年団
もバザーをしました。
　祭りは、こがね保育園児による『こがね太鼓』で始まり、七夕音楽祭があった

後、豆つかみ大会やビンゴゲーム、保護者の歌等でステージも盛り上がりました。
　当日はあいにくの雨でしたが、園児・保護者・地域の方々が園庭を埋め尽くすほど多く集まり、たこやきは約
１００パック用意していたのですが、アッという間に完売し、売れ行きも好
調のようでした。青年団のメンバーは保護者やこがね保育園の先生方とゲー
ムコーナーや飲食物販売をして、郡Ｐで築いた『ＫＵＭ AKOI 絆』を早くも
発揮☆ ! 売る側も和気あいあいと楽しく祭に参加することができました。
　雨に濡れ青年団メンバーは数名風邪をひいた人もいましたが、そんなこと
気にしない (^_^)v それだけみんな頑張ったということ
ですよ ! 今後もこのようにして、保育園だけでなく幅広
く活動していけたらと思います。
地域や子どもと一緒に成長していく、そんな青年団であ
りたいです。

青年団活動の記録

（Blue Halcyon Times）

〜１００％の確率で、「笑う」・「泣く」・「楽しむ」の３つを体感したいあなたへ！

青年団の活動に参加してみませんか？暇なときに「参加してみようかな〜。」
という感じで大丈夫です！！他の市町村の方でも誰でも参加できます。

ホームページには広報と違った一面を載せてます (*^_^*)
　　　（パソコン）http://k-ypa. net/　（携帯電話）http:/ /k- ypa.  net/i/

～ 郡Ｐで舞う ～
　６月２０日（日）、球磨中学校において　球磨郡ＰＴＡ研究
大会全大会が開催され、青年団は、こがね保育園の園児と保
護者による太鼓の演奏と一緒にＫＵＭＡＫＯＩ六調子ダンス
を披露しました。参加人数が約５００名という大人数の前で、
体育館も今までに見たことがないくらいの人でビッッシリ埋
まった状態でのダンスでしたので、いつも以上に緊張した面
持ちでした。

　控え室ではガチガチだった体も、いざ曲が流れると振りが体に染みついている為、音楽に合わせて勝手に体が動き
ました。また、客席からは手拍子も起こり、こがね保育園・青年団・客席が一
体となり、郡Ｐ全大会のフィナーレを飾ることができました。今回初めてダン
スを踊った地下君は「初めてで振りも不安でしたが、メリハリのある動きができ、
楽しく踊れてよかったです。機会があればまた踊りたいです」と話していました。
　夕方からは、こがね保育園保護者会の方々と慰労会をし、郡Ｐに負けないぐ
らいの情熱を注ぎました（メラメラ）。
練習から慰労会までで築き上げてきた絆という灯りを絶やさないように今後も
交流を続けていきたいです。

名前：野々原真矢
役職：文化部長
一言：少しの勇気
があれば活動も楽
しいらしいよ！

名前：大岩　誉
役職：企画部長
一言：広報（ＢＨ
Ｔ）を書いていま
す。見た感想どま
もらえんでしょ？

メンバー紹介！
第３弾☆

あぁ～夏祭り !

○文化祭日程決まる○
　口蹄疫感染防止の為、延期となっていました球青協文化祭の期日が決定
しました。
　　☆期日☆　９月１１日（土）１２日（日）
　　☆場所☆　須恵文化ホール
　前回もお知らせましたが、くまむら青年団はダンス・郷土芸能（住吉谷ヤッ
コ）などの種目に出場予定です。応援よろしくお願いします (>_<)
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みんなの
広　場

肥
後
狂
句

こ
の
ス
ペ
ー
ス
は
、
村
民
の
み
な
さ
ん
の

ペ
ー
ジ
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

川
柳
、
俳
句
、
短
歌
な
ど
お
寄
せ
下
さ
い
。

と
こ
ろ
ど
こ
ろ　

草
刈
り
あ
と
に　

残
る
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え
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い
土
産　

俺
が
口
に
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い
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海

ま
ぜ
く
っ
て　

沖
縄
ど
こ
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だ
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だ
ろ
う

ご
一
行
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蟻
の
お
宿
は　

鉢
の
底

作　

鳥 

飼 

竜り
ん 

胆ど
う

良
か
な
ァ　

笑
顔
の
絶
え
ん　

三
世
代

ご
一
行
様　

せ
か
ら
し
か
つ
が　

婦
人
会

作　

日 
當 
山 

岳

（
人
吉
武
者
返
し
会
の
会
員
の
作
）

ま
さ
に
絶
景　

今
写
さ
ん
と　

海
が
呑
む　

作  

倉
野
お
君

夕
日
見
つ
め
て　

雑
念
も
無
ァ　

釣
小
舟　

作  

吉
若
酔
舞

追
加
し
て　

若
ァ
板
前　

喜
こ
ば
せ　
　
　

作  

村
上
鬼
拳

帰
宅
し
て　

鬼
監
督
も　

パ
パ
の
顔　
　
　

作  

桝
石
炭
山

川 

柳
詰
め
放
題　

マ
マ
は
今
日
も　

頑
張
る
ぞ

抱
き
し
め
た
、
二
十
才
の
孫
は
温
か
い

ご
ざ
敷
い
て　

花
見
の
酒
の　

う
ま
か
こ
と

大
雨
に　

紫
陽
花
お
も
く　

こ
ぼ
れ
そ
う　

カ
ヅ
子

【
肥
後
狂
句
の
作
り
方
】

（
肥
後
狂
句
の
き
ま
り
）

◆
肥
後
狂
句
は
『 

冠 

』
づ
け
で
す
。

　
　
「 

冠 

」
と
は
題
の
こ
と
で
、
狂
句
で
は
「 

笠 

」
と
言
い
ま
す
。

◆
笠
は
一
番
上
に
置
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
　

�

川
柳
や
俳
句
の
場
合
は
、
句
の
中
に
入
れ
た
り
、
題
の
言
葉
を
替
え
た
り
出
来
ま
す
が
、
肥
後
狂

句
の
場
合
は
笠
を
句
の
中
に
入
れ
た
り
、
笠
の
言
葉
を
替
え
た
り
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

◆
笠
の
下
に
十
二
文
字
の
言
葉
を
付
け
て
句
を
構
成
し
ま
す
。

　
　

�

川
柳
や
俳
句
は
、
五
・
七
・
五
の
合
計
十
二
文
字
を
原
則
と
し
て
、
字
余
り
や
、
字
足
ら
ず
も
許
さ

れ
ま
す
が
、
肥
後
狂
句
で
は
、
絶
対
に
笠
の
下
に
十
二
文
字
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
字
足
ら

ず
も
ボ
ツ
に
な
り
ま
す
。
十
二
文
字
と
は
、
字
数
で
無
く
、
読
む
口
数
で
数
え
ま
す
。

　
　

○
拗
音･･･

き
ゃ
、
し
ゃ
、
ち
ゃ
、
び
ゃ
、
ぴ
ょ　

な
ど
は
一
文
字
と
し
て
数
え
ま
す
。

　
　

○
促
音･･･

か
っ
、
さ
っ
、
た
っ
、
ば
っ
、
ぴ
っ　

な
ど
は
二
文
字
と
し
て
数
え
ま
す
。

　
　

○
長
音･･･

音
を
引
っ
張
る
『 —

 

』
で
表
す
長
音
は
一
文
字
に
数
え
ま
す
。

　
　
　

�

週
（
シ
ュ
ウ
）
や
、
今
日
（
キ
ョ
ウ
）
は
二
文
字
に
、『
キ
ャ
ッ
シ
ュ
』、『
き
っ
と
』
は
三
文
字

に
な
り
ま
す
。

◆
そ
の
十
二
文
字
も
七
・
五
（
も
し
く
は
五
・
七
）
の
方
が
口
調
が
い
い
よ
う
で
す
。

（
例
え
ば
）

　

○
子
ぼ
ん
の
う
、
ハ
シ
カ
も
風
邪
も
つ
き
合
わ
す･･･

七
・
五

　

○
無
念　
　

ラ
イ
バ
ル
に
判
も
ら
わ
な
ん･･･

五
・
七

　

○
察
し
と
る　

病
名
ご
ま
か
さ
ん
で
く
れ･･･

四
・
八

　

き
ま
り
は
こ
れ
だ
け
で
す
。
季
節
も
、
禁
句
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

以
上
、
肥
後
狂
句
の
作
り
方
を
簡
単
に
記
し
ま
し
た
が
、
参
考
に
さ
れ
て
、
今
か
ら
狂
句
を
作
っ
て

み
ま
し
ょ
う
。
今
か
ら
、『
笠
』
を
出
し
ま
す
。

皆
様
方
の
投
句
を
お
待
ち
致
し
ま
す
。

『 

課 

題 

笠 

』　

◎
初
め
て　
　

◎
ふ
の
悪
さ　
（
一
人
四
句
ま
で
）

締
切
は
八
月
十
日
ま
で
で
、
投
句
先
は
球
磨
村
役
場
総
務
企
画
課
（
企
画
広
報
係
）
ま
で
、
紙
に
書
い

た
句
を
お
届
け
く
だ
さ
い
。
選
句
し
た
句
を
広
報
く
ま
む
ら
に
掲
載
す
る
予
定
で
す
。
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　　　　　　　　　　　　　　　８　月 の 行 事 予 定 　 　（ 変更になる場合もあります ）

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4
◆５歳児発達相談
(13:15受付　渡多）

5 6 7

8 9 10 11
◆定例町村長会議

12 13 14
●川島布ヶ滝夏祭り
●隠れ念仏の里祭り

15 16 
◆�球磨村ナイター
ソフトボール選
手権大会

 （〜27日）

17 18 19
◆1歳8ヶ月児健診
（13:15受付 渡多）

20 21
○千寿園夏祭り

22 23 24
◆球磨村長選挙
　告示日

25 26 27 28 

29
◆球磨村長選挙
　投票日

30 31
◆徴収日
（渡多・神多）

※ [ 改セ ] ＝生活改善センター、[ 渡多 ] ＝渡多目的集会施設、[ 神多 ] ＝神瀬多目的集会施設、[ やまなみ ] ＝石の交流館「やまなみ」
　 [ かわせみ ] ＝一勝地温泉かわせみ、[ 渡小 ] ＝渡小学校、[ 一小 ] ＝一勝地小学校、[ 球中 ] ＝球磨中学校、[ 運公 ] ＝総合運動公園

■球磨村長選挙期日前投票 （８／２５〜８／２８　役場２階相談室）

球磨村長選挙立候補予定者説明会の開催について
　平成２２年８月２９日（日）執行予定の『球磨村長選挙』の立候補予定者説明会を次のとおり開催
します。
　立候補にかかる手続き及び公職選挙法に関する内容等を説明いたします。

　　◇期 日　平成２２年７月２９日（木）　午前１０時から

　　◇場 所　球磨村役場横　球磨村生活改善センター　第２会議室

　※ �立候補届出関係書類一式を交付しますので、立候補予定者の印鑑（代理受領の場合は立候補予定
者及び代理受領者の印鑑）を持参ください。

　　
（問い合わせ先）球磨村選挙管理委員会事務局（球磨村役場総務企画課内）☎３２−１１１１
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（ この用紙は再生紙を使用しています。）

人口・世帯の動き

7月1日現在 前月比 前年同月比

世帯数（戸） 1 , 6 3 4  5 △ 1 8

人　口（人） 4 , 5 6 4  △ 3 △1 0 3

男　（人） 2 ,17 2  2 △ 3 9

女　（人） 2 , 3 9 4  △ 2 △6 2
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みんなで育てた野菜です

　６月２４日、渡保育園（上田博孝園長）の年長児そ
ら組の園児と引率の上田園長、保育士の椎葉さんが桺
詰村長を訪れ「わんぱく農園」で栽培した野菜をプレ
ゼントしました。
　訪れた園児は、日當優雅くん、舟戸夢羅ちゃん、松
舟海ちゃん、水篠真哉くんの４人。　
　箱一杯に入ったピーマン、玉ネギ、きゅうり、トマ
ト、ナス、ジャガイモを村長へ手渡し、「わんぱく農
園で採れた野菜です。これを食べて頑張ってください」
とプレゼントしました。受け取った桺詰村長は、「野
菜は大好きです。これを食べてみんなのように頑張り
ます。」とお礼を述べバナナをお返しに渡しました。
　渡保育園では、園児と地域住民とのふれあいを大切
にし、協力を得ながら、収穫した野菜をプレゼントし
ています。

渡保育園　野菜をプレゼント
 『球磨村診療所』及び
　　　　　『球磨川歯科医院』の

８月休診日について
８月はお盆休みで次の日が休診となります。
ご迷惑をおかけしますが、よろしくお願いし
ます。

８月
日 曜日 球磨村診療所 球磨川歯科医院

１２日 木 平常どおり 午前中
平常どおり

午後
休診

１３日 金 休　診 休　診

１４日 土 休　診 休　診

１５日 日 休　診 休　診

１６日 月 休　診 平常どおり

１７日 火 平常どおり 平常どおり

（問い合わせ先）

　◇球磨村診療所　　☎３２−０３７７
　◇球磨川歯科医院　☎３２−１１０９

○川島布ヶ滝夏祭り
　８月１４日（土）午前１０時 川島地区布ヶ滝
○隠れ念仏の里祭り
　８月１４日（土）午後６時 高沢分館周辺
○千寿園夏祭り
　８月２１日（土）午後６時　千寿園内

みんなで来なっせ！納涼夏祭り！


